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連携だより連携だより

病院理念

人権と生命の尊厳を守り、心のこもった
温かい良質な医療の提供に努めます。
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内視鏡室が拡大致しました !
消化器内科科長　上野　正道

　東北医科薬科大学 若林病院の内視鏡室は、健診・人間ドックの内視鏡検査数増加に対応するための移転・
改装作業を行っていましたが、2018年７月から拡充された新体制となりました。
　内視鏡室は従来２ヶ所だった検査室が４ヶ所に増え、検査後に被検者さんの回復を見守るスペースや詳し
い結果説明のための専用スペースも確保されました。
　内視鏡室のスタッフとして、看護師５名、看護助手２名、外来で検査前後の診察業務の医師として当科常
勤の上野の他に院外から松田泰徳先生が担当しています。
　７月からは、午前中は上部消化管内視鏡１日平均 27名を３名の医師で、午後は下部消化管内視鏡検査１
日平均５名を１－２名の医師で、大腸ポリープの内視鏡的切除（EMR）は上野が担当しています。上野以
外の 15名の検査医師は、いずれも東北医科薬科大学病院（本院）の消化器内科からの応援を頂いています。
多人数の医師による検査では検査精度管理の課題がありますが、内視鏡所見をチェックするレビュー業務を
健診センターの浅木茂先生と上野とで行っています。浅木先生の病変検知力は素晴らしいもので、今でも上
野にとって良い勉強の機会です。
　まだ新しい体制が始まったばかりで慣れていない点があると思いますが、消化管内視鏡検査の必要な患者
さんがおられましたら内科外来の新患担当宛にご紹介いただけると幸いです。
　上部消化管内視鏡検査は当日でも受付けております。治療を要する緊急内視鏡検査もできるだけ対応いた
しますが、入院治療の必要な場合は本院に紹介・転院することがありますのでその旨ご了承ください。

★写真　下段中央　上野 正道 医師

内視鏡室スタッフ
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退職医師挨拶
内科（糖尿病）　大和　一美 医師（平成 30年 7月末日退職）

新任医師挨拶
産婦人科　石山　美由紀 医師（平成 30年４月１日付）
　４月より産婦人科に参りました。患者さんが安心できる診療を提供できるよう心がけて
います。若林病院で数多くの婦人科内視鏡手術、外来診療に携わっていきたいと思います。
何かあれば、お気軽にご相談ください。
 どうぞ宜しくお願いします。

リハビリテーション科　内海　由也 医師（平成 30年８月１日付）
　８月１日付で、福室本院（リハビリテーション学教室 助教）から、当院リハビリテー
ション科に異動となりました。
　当科は、多職種連携がとくに特色な科です。私の力は微力ながらも、皆さんとともに仕
事に励む所存であります。
　どうぞ宜しくお願い申し上げます。

　平成 30年 10月より、糖尿病内科に平井敏 医師を迎え、診療体制が変わります。
　糖尿病内科への御紹介の際は、お手数をおかけ致しますが、地域医療連携室を通したご予約をお願い致し
ます。
　【外来受診予約】
　　担 当 医 師 : 佐藤　譲 医師（糖尿病専門医）、平井　敏 医師（糖尿病専門医）、小林　靖卓 医師
　　予約可能日 : 月曜日～金曜日　午前中（担当医師の都合により休診の場合がございます）

　【糖尿病教育入院】
　　担 当 医 師 : 佐藤　譲 医師（糖尿病専門医）、平井　敏 医師（糖尿病専門医）、小林　靖卓 医師
　教育入院が必要な患者様がいらっしゃいましたら、【糖尿病診療情報提供書】にご記入の上、地
域医療連携室まで FAXをお願い致します。担当医師に確認後、予約票の FAXをさせていただき
ます。なお、担当医師への確認が必要となるため、FAXの返信までお時間を頂戴する場合がござ
います（場合によっては翌日以降）。予め御了承くださいますよう、お願い致します。

　詳細が決まりましたら、再度御案内させていただきます。

糖尿病内科へのご予約について

● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ●

● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ●

　この度、12年間お世話になりました若林病院を退職し、やまと内
科クリニックに勤務することとなりました。若林区の地域医療を支え
発展している大切な時期に退職することは、大変申し訳ない気持ちで
いっぱいです。ただ、今までの貴重な経験は、今後の診療に活かして
行けると信じている所存でございます。末筆ではございますが、改め
て皆様の長年のご厚情に深謝すると共に、皆様のご多幸とご健勝をお
祈り申し上げます。 大和先生送別会
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外科科長　寺澤　孝幸
　当院外科は寺澤・福田・松尾の３人の医師で診療しております。
診療内容は、消化器外科・乳腺甲状腺外科・その他一般外科など
です。

●消化器外科：胃癌・大腸癌などの悪性疾患や胆石・虫垂炎など
の良性疾患の治療を行っています。腹腔鏡下手術も積極的に行っ
ており、胆石症や虫垂炎の手術、さらに大腸癌の手術も行ってい
ます。当院では丁寧で患者さんの体に優しい治療を心がけてお
り、最近でも 91歳の患者さんに鏡視下結腸切除の手術を施行し
て、順調な経過で退院されました。常勤の熟練の麻酔科による術
中管理もあって安心して手術を受けていただけます。昨今の情報

社会のせいか、手術症例数の多い病院に患者さんが集まる傾向はありますが、規模は小さくても患者さんを
しっかり診断・治療できる当院へ安心してご紹介ください。

●乳腺甲状腺外科：３人とも多くの治療実績があります。寺澤は仙台市若林区唯一の日本乳癌学会乳腺専門
医であり、福田も日本乳癌学会乳腺認定医です。東北医科薬科大学乳腺内分泌外科・鈴木昭彦教授とも定期
的なカンファランスをおこなうことでいろいろな病状の患者さんに対して手術を含めてそれぞれ最適の治療
を心がけています。乳癌は手術も大事ですが、術前術後の薬物治療・術後の丁寧な経過観察通院も重要です。
通いやすい病院であることも重要です。また火曜と木曜午後に専門外来としての乳腺外来があり、乳房のし
こりが気になる方や仙台市乳癌検診での要精査患者さんなどをなるべくお待たせせずに診察いたします。直
接外科外来への電話予約も可能です（022-236-5761、13～ 17時）。甲状腺外科も福田・松尾が中心に
手術を行っております。

●一般外科：鼠径ヘルニアの手術には定評があります。鼠径ヘルニアは股（また）の付け根の弱い部分から
腸が脱出してふくらむ病気ですが、弱いところを補強する材料には「ポリソフト」という体に優しいメッシュ
材料を標準として使用しています。全身麻酔で知らないうちに手術が終わっています。手術前日入院・翌日
退院の２泊３日入院を基本にしていますが、期間はご相談に応じます。
当院では腎臓内科で腎不全患者さんの血液透析治療を多く行っていま
すが、透析用のシャント手術も松尾を中心に多数行っております。

●その他：「この患者は虫垂炎かな？違うかもしれない」と迷われる
ことは多いと思います。そんな時はお気軽にご紹介ください。CTな
どの画像診断をして適切に診断し、抗菌剤で治療するか手術するかを
患者さんによく納得いただいて治療しています。診断の根拠も含めて
紹介元の先生には素早いご返信を行っています。

【診療体制】
外科外来は原則予約診療となっております。予約方法は、以下の通りです。
　①地域医療連携室を通したご予約（申し込みは医療機関からのみ）
　②外科外来へ電話にてご予約
　　（患者様から予約可。TEL：022-236-5761（外科直通）、受付時間：15時～ 17時）
なお、緊急を要する場合は、外科外来へご相談ください。御協力をお願い申し上げます。

月 火 水 木 金
外　科

（手術 : 月・水・金） 午前 寺澤　孝幸
松尾　　幾

福田かおり
松尾　　幾 福田かおり 寺澤　孝幸

松尾　　幾
寺澤　孝幸
福田かおり

乳腺外来 午後 松尾　　幾 寺澤　孝幸
福田かおり

診療科紹介　－外科－

★写真下段　 寺澤 医師、
　上段左より 福田 医師、松尾 医師

外科外来スタッフ
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東北医科薬科大学 若林病院
地域医療連携・相談室

〒984-8560 仙台市若林区大和町2-29-1
TEL 022-236-5899　FAX 022-236-5920

　平成 30年 7月 20日（金）、第 1回 地域連携研修会が当院にて開催されま
した。今回は複十字病院（東京都清瀬市）呼吸リハビリセンター部長である、
理学療法士の千住秀明先生をお招きし、『呼吸リハビリテーションの普及啓発
と地域連携強化』というテーマでご講演いただきました。
　実際に先生が担当された患者さんの新聞記事を紹介され、動くと息苦しいか
ら安静にするのではなく、適切な運動や治療を行い、息苦しさを軽減すること
で出来る限り自立した生活が送れるように、呼吸リハビリテーションを行うこ
とが重要であると講演されていまし

た。また、地域医療構想と医療連携の現状と課題として、これか
らは慢性閉塞性肺疾患（COPD）・呼吸リハビリテーションの普
及が課題であるという問題提起もしていただきました。
　今回、地域の方々 71名、院内職員は 50名以上と研修室に入
りきらないほど多数の方に参加いただきました。千住先生の熱い
想いに触れ、研修終了後には「次回の研修会があるなら、是非参
加したい」との声もいただき、大盛況の会となりました。今後も
慢性呼吸器疾患患者さんが住みなれた地域で生活できるよう、地
域の皆様と連携していきたいと思っておりますので、宜しくお願
い致します。　　　　　　　　 　（文責 :作業療法士　佐野　桜）

地域連携研修会を開催しました

★七夕かざり★

ロビーコンサート
ギター :ヨコクラ タカノブさん

　仙台七夕に合わせて、当院
でも「七夕かざり」を飾りま
した。色とりど
りの短冊に、そ
れぞれの夢や願
いを込めました。

　８月 23 日（木）17 時 15 分
より、今年もヨコクラタカノブさ
んによるロビーコンサートが開催
されました。柔らかなヨコクラさ
んの歌声とギターの音色に聞き惚
れ、皆さん拍手大喝采でした。

～地域医療連携室よりご案内～
　東北医科薬科大学若林病院連携の会
を、下記の通り予定しております。

日時 : 平成 30年 11月 14日（水）
場所 : ホテルメトロポリタン仙台

　詳細が確定次第、改めて郵送にてご案
内させていただきます。
　ご多忙の折恐縮ですが、たくさんの先
生方、看護師・コメディカルの皆さんの
ご参加をお待ち申し上げます。

日本結核病学会今村賞を受賞
　阿部達也病院長が、平成 30 年 6 月
23日～ 24日に大阪国際会議場において
開催された第 93回日本結核病学会総会
において、平成 29年度日本結核病学会
今村賞を受賞されました。
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